
和集合の面積 

 

Ⅰ 和集合の個数公式 

                        

  

                               

                                     

                                                 

                                              

                                     

                                             

                          

                                             

                                         

                              

                     

                                                

                                         

                     

Ⅱ 自然数の展開集合 

任意の自然数 を考える。自然数は常に２進数で表わせるから、自然数 は        

             の形に表現できる。 

                     から 個の自然数の集合            への対応を で表わ

す。また                     から への対応を で表わす。 

     （                   ）                

また    （                   ）    

自然数の集合 に対して     のとき  を のシンボル数と呼ぶことにする。また  を数  

の展開集合と呼ぶことにする。 

       ならば                   が成り立つ。  

＜例＞自然数 は                       であるから 

                   ＝            ＝       

      である。 

従って数  の展開集合は     である。また集合     のシンボル数は  である。 

        だから                  ＝         ＝        が成り立つ。 

 

＜例＞                        



                               

                                        

                                

                                         

                                         

                                                

                                 

                                          

                                           

                                                  

                                           

                                                  

                                                  

                                                         

                                   

 

Ⅲ 和集合の個数公式(つづき) 

展開集合を使った表現を考える。 

                              

      
     

       
     

       
       

 

       
      

       
       

       
       

  

              
    

             
    

             
    

  

              
    

             
    

             
    

  

 

               
    

 

 

   

                
    

 

 

   

 

 

 

            

                                                          



      
     

       
     

       
     

       
       

       
       

       
       

 

      
         

  

      
      

       
       

       
        

       
        

       
        

 

      
       

       
        

  

             
    

            
    

            
    

            
    

            
    

  

           
    

            
    

  

              
    

             
    

             
    

             
    

             
    

  

            
    

             
    

  

               
    

 

 

   

                
    

 

 

   

 

 

 

               

                                                   

                                       

                                        

      
     

       
     

       
     

       
     

       
       

       
       

  

      
       

       
       

       
       

       
       

       
         

  

 



      
         

       
         

       
         

       
           

  

      
      

       
       

       
        

       
         

       
       

  

      
        

       
         

       
        

       
         

       
         

  

      
        

       
         

       
         

       
         

 

      
         

  

             
    

            
    

            
    

            
    

  

           
    

            
    

            
    

            
    

  

           
     

            
     

            
    

            
     

  

           
     

            
     

            
     

  

               
    

             
    

             
    

             
    

  

            
    

             
    

             
    

             
    

  

             
     

              
     

             
    

              
     

  

             
     

              
     

              
     

  

               
    

 

  

   

                
    

 

  

   

 

別解 

                                                   



                                              

                
    

 

 

   

                      

    

    

 

   

 

                
    

 

 

   

                    
           

 

 

   

 

                
    

 

 

   

            
    

               
    

 

  

   

 

                
    

 

  

   

                 
    

 

  

   

 

 

定理 

                                
    

 

    

   

 

 

証明）数学的帰納法による。 

   のとき 

  

左辺＝      
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mのとき正しいと仮定してm +1のとき 

                                    

                                              

                                                           

                
    

 

    

   

                        

    

      

    

   

 

                
    

 

    

   

                      
         

  

    

   

 



                
    

 

    

   

       
 
     

     

               
    

 

      

      

 

                
    

 

      

   

 

従って証明された。 

 

Ⅳ 面積の公式 

平面または曲面面上の図形 の面積を    とあらわす。 

２つの図形を   とするとき 

                        

に準じて 

                        

が成り立つ。 

一般に次の定理が成り立つ。 

 

定理 

                                
    

 

    

   

 

 


